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1 はじめに 
 地域観光は日本の重要な施策の一つである．

地域の魅力を発信していく上で，「観光ガイド

ボランティア」の存在は欠かせない．田口らは，

観光ガイドボランティアによる対話型の情報提

供が，観光客に地域の理解を深めさせるだけで

はなく，地域内交流の場となることや，ガイド

ボランティアの学習の場としての役割も担うこ

とを指摘している[1]．しかし，新型コロナウイ

ルスの影響により，従来の対面式のガイドが難

しい状況にある．そこで，本研究では，ロボッ

トを用いた観光施設のガイド・システムを提案

する． 

長田らは，ぬいぐるみなどの実物体を用いた

観光情報の提供システムを検討した，観光客は，

実物体を用いることで，誰かと一緒に観光して

いるような気持ちになる可能性があると述べて

いる[2]．そこで，我々は，音声認識と合成音声

によってコミュニケーションが可能な，シャー

プ株式会社のロボホン(RoBoHoN)を採用した．ロ

ボホンは 5歳の男の子をモデルとしていることか

ら，親近感が高く，話しかける抵抗も少ないと

考えられる． 

2021 年 11 月に，名古屋市東区にある「旧豊田

佐助邸」において，ロボホンの評価実験を実施

した．応接間に設置したロボホンが同邸宅を音

声でガイドする．ロボホンの問いかけに対し，

観光客は「はい」か「いいえ」の 2択で応答する

仕組みとした．しかし，周囲の雑音などの影響

により，スムーズにガイドができない状況が散

見された．そこで，本研究では，音声認識を補

助するためのスイッチ操作を新たに導入する．

観光客がロボホンと対話する際，音声による応

答だけではなく，スイッチで応答することが可

能となる．同邸宅を担当する「東区文化のみち

ガイドボランティア」のガイドを対象に，  
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提案システムの評価実験を実施した．本稿では，

その結果について報告する． 

 

2 スイッチを利用したガイド・システム 
 ロボホンは対話形式で観光客とコミュニケー

ションが可能である．発話内容は，観光ガイド

ボランティアの普段のガイド内容を基に構築し

た．ロボホンの発話後に，観光客が「はい」ま

たは「いいえ」と，音声で応答することにより，

会話が進行する．このとき，スイッチでも回答

が可能である．図 1 が実験で使用したロボホンと

スイッチである．スイッチとして，障碍者の意

思伝達装置として知られる「ジェリービーンス

イッチ（赤色，青色）」と「スペックスイッチ

（黄色）」を使用した．図 2 はスイッチの構成を

示している．各スイッチは「なんでもスイッチ

USB」を介して PCに接続される．また，変換アダ

プタの「USB2BT」により，スイッチのオン・オ

フが Bluetoothに変換され，ロボホンにワイヤレ

スで送信される．観光客は，黄色のスイッチで，

ロボホンの会話をスタートさせ，青色のスイッ

チで「はい」，赤色のスイッチで「いいえ」の

意思を表す．発話のプログラミングには，シャ

ープ株式会社の「ロブリック」を採用した．ロ

ブリックは，「喋る」「聞く」「動く」などの

ブロックを組み合わせることで，ロボホンの振

る舞いを設計できる．プログラミングに不慣れ

な観光ガイドボランティアでも設計が可能であ

ると考える． 

 

 
図 1 ロボホンとスイッチ 
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4 実験結果と考察 
 12 名の観光ガイドボランティアを対象に，提

案システムの評価実験を実施した．先の実験で

使用した音声で応答する「会話型のロボホン」

と，スイッチで応答する「スイッチ型のロボホ

ン」のデモを示し，表 1 に示す 6つの設問に回答

してもらった． 

 
表 1 アンケートの設問 

番号 設問内容 

問 1 
旧豊田佐助邸で使用するとしたらどちらが

良いですか 

問 2 問 1の理由を教えてください 

問 3 
会話型ロボホンの良かった点をお書きくだ

さい 

問 4 
会話型ロボホンの使いにくかった点・分か

りにくかった点をお書きください 

問 5 
スイッチ型ロボホンの良かった点をお書き

ください 

問 6 
スイッチ型ロボホンの使いにくかった点・

分かりにくかった点をお書きください 

 

 
図 3  使用したいシステムの割合（問 1） 

 
 問 1 の結果を図 3に示す．9人の被験者が会話

型のロボホンを旧豊田佐助邸に導入したいと回

答した．一方，スイッチ型のロボホンの導入を

希望した被験者はわずかに 3人であった．この理

由を他の設問の自由記述から読み取る． 

会話型を肯定した意見には「会話型の方が楽し

い」「ボタン型の方が簡単かもしれないが，会

話型の方が面白いと思う」など，会話そのもの

の楽しさを強調していた．一方で，スイッチ型

を肯定した意見には「操作しやすい」「音声認

識問題の心配がない」など，操作性や即応性を

重視していた．上記の結果から，観光客のニー

ズに合わせて，会話型とスイッチ型を切り替え

て使用する必要性があると思われる． 

また，スイッチ型は「障碍のある人にも適用で

きる」という意見があった．ジェリービーンス

イッチやスペックスイッチは障碍者向けにデザ

インされており，発話に障碍がある場合でも，

健常者と同様に観光案内を楽しむことが可能で

ある．さらに，スイッチ型は「コロナ禍におい

ては消毒が大変」という意見もあった．光セン

サーなどを利用した非接触型のスイッチの導入

を今後検討したい． 

 
5 まとめ 
 本研究では，観光ガイドボランティアの支援

を目的として，音声認識と合成音声でコミュニ

ケーションが可能なロボホンによるガイド・シ

ステムを提案した．音声で応答する「会話型」

と，スイッチで応答する「スイッチ型」の 2パタ

ーンを設計し，旧豊田佐助邸のガイドボランテ

ィアを対象に比較検証した．この結果から，ス

イッチ型は，会話そのものの楽しさは減少する

が，操作性や応答性に優れることが明らかとな

った．観光客のニーズに合わせ，会話型とスイ

ッチ型を切り替えることで，効果的なガイドを

実現できる可能性が高い．しかし，現状のシス

テムでは，会話とスイッチでの応答を併用する

ことができない．そこで，併用が可能なシステ

ムの構築が今後の課題となる． 
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図 2 スイッチの構成 
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